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第
だい

１ 章
しょう

 北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

指針
ししん

の策定
さくてい

にあたって 

 

１ 策 定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

日本
にほん

で暮
く

らす外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

は、200万人
にん

を超
こ

え、近 年
きんねん

急 激
きゅうげき

に増加
ぞうか

しています。 

日本人
にほんじん

の少 子
しょうし

高齢化
こうれいか

に 伴
ともな

う国 内
こくない

労 働
ろうどう

人 口
じんこう

の 減 少
げんしょう

や経 済
けいざい

のグローバル化
か

に

伴
ともな

う国 内
こくない

の雇用
こよう

環 境
かんきょう

の変化
へんか

により、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の定 住 化
ていじゅうか

、永 住 化
えいじゅうか

は今後
こんご

も

続
つづ

くものと予想
よそう

されます。 

日 本
にっぽん

政府
せいふ

は、 従 来
じゅうらい

の「国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

」「国 際
こくさい

協 力
きょうりょく

」を 柱
はしら

として推 進
すいしん

してき

た国 際
こくさい

政 策
せいさく

に「多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

」を３つ目
め

の 柱
はしら

として位置
い ち

づけ、平 成
へいせい

18年
ねん

に「地域
ちいき

に

おける多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

推 進
すいしん

プラン」を策 定
さくてい

し、地方
ちほう

自治体
じちたい

に対
たい

しては、地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

と

特 性
とくせい

を踏
ふ

まえて、民 間
みんかん

団 体
だんたい

等
とう

との連 携
れんけい

・協 働
きょうどう

により、多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

の推 進
すいしん

に係
かか

る指針
ししん

を策 定
さくてい

するよう 促
うなが

しています。 

現 在
げんざい

、北 上
きたかみ

市内
しない

に約
やく

400人
にん

の外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

が生 活
せいかつ

しており、企 業
きぎょう

誘致
ゆうち

等
とう

によ

りさらに増加
ぞうか

する可能性
かのうせい

があります。また、さくらまつりや夏油
げとう

高 原
こうげん

スキー 場
じょう

などに

多
おお

くの外 国 人
がいこくじん

観 光 客
かんこうきゃく

が 訪
おとず

れています。 

外 国 人
がいこくじん

は日本
にほん

の言葉
ことば

、文化
ぶんか

が 十 分
じゅうぶん

に理解
りかい

できず、不安
ふあん

を抱
かか

え、日本人
にほんじん

は外 国 人
がいこくじん

とどう接
せっ

していいかわからず、どう受
う

け止
と

めたらよいか戸惑
とまど

っています。  

今後
こんご

、ＩＬＣ(国 際
こくさい

リニアコライダー)※の実 現
じつげん

も見据
み す

えながら、外 国 人
がいこくじん

、日本人
にほんじん

が

お互
たが

いに理解
りかい

しあい、より快 適
かいてき

に生 活
せいかつ

していくためにはどうしたらよいのか 考
かんが

え、

市
し

として進
すす

むべき方 向 性
ほうこうせい

を定
さだ

めるため、北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

指針
ししん

を策 定
さくてい

しました。 

※ ＩＬＣ(国 際
こくさい

リニアコライダー)… 全 長
ぜんちょう

31㎞から50㎞の地下
ち か

トンネルに建 設
けんせつ

される大規模
だいきぼ

研 究
けんきゅう

施設
しせつ

。大 型
おおがた

の線 型
せんがた

加速器
かそくき

としては、世界
せかい

最 高
さいこう

・最 先 端
さいせんたん

の電子
でんし

・陽電子
ようでんし

衝 突 型
しょうとつがた

加速器
かそくき

です。この施設
しせつ

が北 上
きたかみ

山地
さんち

の地下
ち か

100ｍの場所
ばしょ

に

建 設
けんせつ

される計 画
けいかく

があります。 

 

２ 指針
ししん

の位置
い ち

づけ 

北上市
きたかみし

総 合
そうごう

計 画
けいかく

に定
さだ

める多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

について取
と

り組
く

みの方 向 性
ほうこうせい

を示
しめ

すもの。 
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３ 対 象
たいしょう

期間
きかん

 

  平 成
へいせい

28年度
ねんど

から37年度
ねんど

(10カ年
ねん

) 

  ※ 中 間
ちゅうかん

年
ねん

である５年目
ねんめ

で見直
みなお

しを 行
おこな

います。 

 

 

(参 考
さんこう

) 

●外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

登 録 者 数
とうろくしゃすう

の推移
すいい

 

各 年
かくねん

12月
がつ

末
まつ

現 在
げんざい

(単位
たんい

:人
にん

)  

 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

北 上 市
きたかみし

 499 435 447 453 424 459 420 419 380 414 

岩 手 県
いわてけん

 6,472 6,359 6,404 6,210 5,942 5,267 5,298 5,377 5,621 5,863 

(岩手県
いわてけん

「外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

登 録
とうろく

国 籍
こくせき

・市 町 村
しちょうそん

別
べつ

人 員
じんいん

調 査 表
ちょうさひょう

」) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  




